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の栄養摂取状態に大

食事との関係も含め

IK 府下公立小学校の11 ~ 12歳の児童103名(男：55 ，女：48)を無作為抽

名アンケー｝方式により児童自身に記入させた.調査は昭和58年７月に行

間食の頻度は、「毎日食べる」が4 0 . 2％で、「食べないことが多v> 」(tH.7％であった

間食の時間については、「決まった時間に食べる」が11.1%,「決まっていない」は

88.9%で、ほとんどの子供は時間を決めて食べていない。* た、間食の中でも、夜食は

よく食べる群がhZ％で、その中で特に　「毎日食べる」は36. 3％であった.反対に夜

食をほとんど食べない群は48.1％で、約2人に1人は夜食を食べていた。間食の内

容は、スナ-/ ク菓子61.2%、果* 58.8%、清涼・嗜好飲料　58.3％と、この３種を約

６割の児童がよく食べi ものとして挙げていた。他の食品はzo％前後* たはそれ以

下の値であった.間食とロ｡―レル指数及び身体的自覚症状の数についての検討も試

みた*' 顕著な関係は見られなかった。間’食と食事の関係では、間食を決* うた時間

に食べる群は全員、夕食をおいしく食べると答えた.
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